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使用上の注意 

 

 

◆ このセットアッププログラムはＭ１ワイヤレスモデム専用のプログラムです。他の機器に対しては使用する事

はできません。Ｍ１本体のユーザーズマニュアルを十分理解した上でご使用下さい。 

弊社では、誤った使い方によるいかなる損害に対しも一切の責任を負いません｡ 

 

◆ 本プログラムならびに本書の内容のコピー、転載は無断で行わないで下さい｡ 

著作権法により禁止されています。 

 

技術的なお問い合わせ 

 

弊社営業部、技術部では製品に関連する技術的なお問い合わせを随時受け付けております。 

開発環境、状況、問題となっている事柄などを具体的にとりまとめ、先ず営業部までご連絡下さい。 

 

ご連絡、問い合わせ先 

 

各種問い合わせは、弊社営業部まで下記のいずれかの方法でご連絡下さい。 

また、弊社ｗｅｂには技術情報ならびに新しい情報、Ｑ＆Ａなどが掲載されていますのでご覧下さい。 

 

☝ポイント：Ｅメールによるお問い合わせが、簡潔で間違いが無く、内容が伝えやすいのでとても便利です。 

 

 

■ インターネットメール 

 Ｅメールアドレス：  ｎｂｄ＠ｃｉｒｃｕｉｔｄｅｓｉｇｎ．ｊｐ 

 宛先： 営業部 

 

■ ｗｅｂアドレス 

 ｗｅｂ ＵＲＬ： http://www.circuitdesign.jp/ 

 

■ 電話 

 電話番号：     ０２６３-８２-１０２４ 

 担当部署：     営業部 

 受け付け時間：  ９：００ ～ １７：３０ （平日） 

 

■ ＦＡＸ. 

 ＦＡＸ番号：  ０２６３-８２-１０１６ 

 宛先：     ㈱サーキットデザイン 営業部 

 

■ 郵便 

 郵便番号：  ３９９-８３０３ 

 住所：     長野県南安曇郡穂高町穂高 7557-1 

 宛名：     ㈱サーキットデザイン 営業部 
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第１章 M1セットアッププログラムについて 

Ｍ１セットアッププログラムはＭ１の各種パラメータを設定するツールです。 

また、各種コマンドを使ったデモンストレーションとなっており、簡単な通信テストができるのでアプリケーションプ

ログラマーの参考になります。 

また、エアーモニタフォームはＤＬＬとしてありますので、ユーザプログラムから利用できます。 

 

☞注意：このプログラムはＭ１専用プログラムです。他の機器に対しては使用することができません。 

 

１．１ 動作環境 

 

❏ ＣＰＵ： Intel Pentium 166MHz 以上(Intel PentiumII 330MHz 以上推奨) ※１ 

❏ メモリ： 48MB 以上(96MB 以上推奨)  

❏ ＨＤＤ： １MB 以上(設定を保存する場合は、別途１KB 必要) 

❏ ＯＳ：  MicroSoft 日本語版 Windows95/98/2000/XP ※２ 

 

    ※１ インテル製ＣＰＵ以外での動作確認は行っておりません。 

    ※２ WindowsNT・Me での動作確認は行っておりません 

       日本語版以外のＯＳでは動作しないことがあります 

 

 

 

 

 

 

第２章 インストール方法 

 

 M1 のセットアップ（各種動作パラメータの設定）は「M1 セットアッププログラム」（M1SET.EXE）を用いて行う事

ができます。 

 

☝ヒント：設定したパラメータはＭ１内部の不揮発性メモリに保存されますので、電源を切っても失われることはあり

ません。 

 

２．１ インストール 

 

◆ Ｍ１セットアッププログラムのインストール 

１、セットアッププログラムをインストールする前に、コンピュータ上で起動している全てのアプリケーションを閉じ

て下さい。 

２、ＣＤをＣＤトレイに入れるとセットアッププログラムの自動インストール画面が立ち上がります。 

３、画面の指示に従ってインストールを進めて下さい。 

４、Ｍ１専用フォルダが｢Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅｓ｣フォルダに作制され、スタートアップメニューの｢プログラムメニュー｣に

｢Ｍ１ WirelessModem｣として登録されます。 
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◆ インストーラが自動的に立ち上がらない場合 

次の手順でインストールして下さい。 

 

１、スタートメニューの｢ファイル名を指定して実行（Ｒ）｣をクリックして下さい。 

２、ウィンドウ画面の｢参照（Ｂ）｣をクリックして下さい。ファイルウィンドウが開くので、マイコンピュータのＣＤ－ＲＯ

Ｍデバイスを選択してインストールディスク上の「SETUP.EXE」を実行するとインストールが始まります。 

３、画面の指示に従ってインストールを進めて下さい。 

４、Ｍ１専用フォルダが｢Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅｓ｣フォルダに作制され、スタートアップメニューの｢プログラムメニュー｣に

｢Ｍ１ WirelessModem｣として登録されます。 

 

 

 

 

２．２ アンインストール

 

◆ Ｍ１セットアッププログラムのアンインストール 

コントロールパネルの｢アプリケーションの追加と削除｣のリストの中にある本プログラムを指定し、指示に従い削

除して下さい。 

 なお、エアーモニタ機 能 で保 存 したファイルエクステンションが‘．ＡＤＴ’のファイルは削 除 されませ

んので、手 動 で削 除 して下 さい。 

 

 

 

 

 
第３章 使い方 

 

◆ Ｍ１セットアッププログラムの実行 

☞注意：実行する前に M1 本体と付属 RS232C ケーブルで接続し、電源を入れて下さい。 

 

スタートアップメニューの｢プログラムメニュー｣の｢Ｍ１ WirelessModem｣内にある 

｢M1 セットアップ プログラム｣を実行して下さい。 

 

プログラムが起 動 したら、次 の手 順 でセットアップを行 います。通 信 先 の機 器 も設 定 します。 

 

１、通 信 設 定 ボタンで通 信 パラメータの設 定 をします。 

２、通 信 ポートボタンでポートに接 続 して下 さい。正 常 に接 続 されれば、ボタン左 の緑 インジケー

タが点 灯 します。 

３、コマンドモードボタンでコマンドモードにします。 

４、セッティングパネルで各 種 パラメータの設 定 を行 って下 さい。 
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◆ メイン画面（基本設定） 

 

 

モニタ 

コマンドのテンプレートです 

コマンドを書込みます 

値読込みボタン 
設定値の読込みをします 

チェックがある項目だけ書

込みできます 

書込み欄を初期化します 

値書込みボタン 
チェックがある項目の書

込みをします 

ステータスバー 

緑：読込み値表示 

青：書込み値表示 

ポートインジケータ 
ポートが接続されると緑表示です 

ＣＴＳ信号の状態を表します 

Ｍ１電源 
Ｍ１が接続されていると緑表示です 

通信設定ボタン 
通信パラメータを設定します 

通信ポートボタン 
通信ポートの接続、切断をします 

セッティングパネル 

コマンドモード 

コミュニケーションモード

プログラム終了 
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◆ メイン画面（拡張設定） 

 

 ❏１と２ 先で同じに設定します。 

ンネル番 号  

❏通 信 ルートの‘目 的 局 ’は双 方 の機 器 で、通 信 先 の機 器 ＩＤを指 定 します。 

信 設 定 ボタンを押 すと、ＲＳ２３２Ｃポートの接 続 ポートと通 信 速 度 を設 定 することができま

タが緑 になります。通 信 ポートボタンがＯＮの時 ボタンを押 すと、

なります。電 源

信 号 ラインを見 ています。ＲＴＳ信 号 ラインと共 に使 用 し、ハードウェアフロー制 御 を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パケット送受信機能 

アンサーバック機能 

エアーモニタ機能 

メニューバー

拡張設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 通信するには 

 次のように設定されていないと通信できません。 

は通信元と通信

１、システムＩＤ 

２、チャンネル選択方式で自動の場合のグループ番号または、固 定 の場 合 のチャ

 

 

◆ 通信ポート関連ボタン、表示 

１、通

す。 

２、通 信 ポートボタンがＯＦＦの時 ボタンを押 すと、ＣＯＭポートに接 続 することができます。正 常 に

接 続 できた時 はポートインジケー

ＣＯＭポートから切 断 されます。 

 ‘Ｍ１電 源 ’インジケータはＭ１が接 続 されていて電 源 が入 っていれば緑 表 示 に

が入 っていない場 合 は赤 表 示 です。この処 理 はＤＳＲ信 号 ラインを見 ています。 

 ‘送 信 可 能 ’インジケータは、ＤＴＥ上 にあるこのセットアッププログラムに対 して、ＤＣＥであるＭ

１が受 信 可 能 かどうかを知 らせる信 号 です。Ｍ１が受 信 可 能 な場 合 は緑 表 示 になります。この

処 理 はＣＴＳ

行 います。 
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◆ セッティングパネル概 要  

定されている値の確認は‘値読込み’ボタンを押すことで、右の緑エリアに表示されます。 

初期値にする‘ボタンは、各項目の設定値書込み青エリアの値を初期値に戻します。書込みボタンを押さない

拡張設定でＲＳ２３２属性の転送速度の変更を行った場合は、本体の電源を再投入した時点で変更されます。 

‘送受信モニタ’には本プログラムとＭ１との間で交わされているコマンドやレスポンスが表示されます。 

☞重要：セッティングパネル上の各設定項目は、項目パネルのチェックが入っているものだけ書き込むことができ

ます。 

 

◆ コミュニケーションモード画面 

 

 

ム

信

 

 

セッティングパネルは基 本 設 定 ページと拡 張 設 定 ページに分 かれています。 

既に設

新たに設定するには各設定項目のチェックをし、左の青エリアに設定値を書込み‘値書込み’ボタンを押しま

す。 

‘

限り本体には書き込みされません。 

 

 

 

コ

ラ

送

 

 

 

 

 

 

 

 

トを行うには通信先のセットアッププログ

もコミュニケーションモードにして下さい。 

テキストラインに電文を書込み送信ボタンを押すと送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信テキストライン 

 

送信ボタン 

ミュニケーションモードで通信テストを行うことができます。このテス
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◆ エアーモニタ機能 

エアーモニタは４２９ＭＨｚ帯フィールドの７チャンネルから４６チャンネルまでの電界強度を測定し表示します。 

 通信時点におけるフィールドのノイズや混信特性の確認に利用できます。 

詳細はＤＬＬの呼び出し方と一緒に、第４章で説明します。 

 

 

◆ アンサーバック機能 

機器 ID を指定してリーフノード（子機）の受信電波強度を測定・表示します。 

電波強度レベルは５段階（０、１、２、３、４）で表示（電波強度レベルＬＥＤに対応）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ パケット送受信機能 

この機能は＄ＳＥＮＤコマンドのデモです。 

本体のＬＥＤ

に 対 応 し て

います 

 

送信ルートを設定します 

受信ルート情報を表示します 

２５６文字（半角）までの送信

電文を書き込み、‘パケット送

信’ボタンを押して下さい 

書込み可能文字数が表

示されます 

電文を送信します 

受信データが表示されます 

測 定 す る 機

器のＩＤをチ

ェックして下

さい 

進捗状況が

表 示 さ れ ま

す 
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第４章 エアーモニタとＤＬＬの使い方 
 

 

 

 

 エアーモニタは４２９ＭＨｚ帯フィールドの７チャンネルから４６チャンネルまでの電界強度を測定し表示します。 

 通信時点におけるフィールドのノイズや混信特性の確認に利用できます。 

 スレッショ-ルドレベルがマウス操作で簡単に設定することができ、スレッショ-ルドのを超えたレベルはグラフが

色分けされ視認性に優れています。 

 このエアーモニタはＤＬＬの形でも供給されるので、モニタプログラムを作制しなくてもユーザーアプリケーショ

ンに組み込んで使用することができます。ＶＣ＋＋、Ｃ＋＋Ｂｕｉｌｄｅｒ、Ｄｅｌｐｈｉ、ＶＢなどの開発言語から簡単にア

クセスできます。 

 下図は２８チャンネルに電波が出ている時の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアーモニタ終了 

モニタデータ保存 

保存データ読み込み 

横軸タイトル 

チャンネル番号 

縦軸値 

グループタイトル チャートタイトル 

モニタ開始、終了 
 Ｓｔａｒｔ、Ｓｔｏｐ

ルド値表示 
スレッショー

スレッショー

ルド設定 

縦
軸

タ
イ

ト
ル
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４．１ エアーモニタ機能 
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セットアッププログラムのエアーモニタボタンを押すと、上のようなフォームが表示されます。 

❏モニタのスタート、ストップ 

‘Ｓｔａｒｔ’ボタンを押ししばらくすると現在のフィールドの電界強度が表示されます。。 

モニタを中止する場合は、‘Ｓｔｏｐ’ボタンを押して下さい。 

❏スレッショールドレベルの設定 

電界強度の表示はスレッショールドレベルの設定によって色分けされます。レベルはマウスで簡単にスライド

変化させることができます。レベルは％表示でスラードバーの下に表示されます。 

❏モニタデータの保存と読込み 

‘Ｓａｖｅ’ボタンを押すとモニタ画面情報をファイルに保存することができます。保存したデータはいつでも読み

 

ユーザプログラムに、エアーモニタＤＬＬを使ってエアーモニタ機能を持たせることができます。 

このＤＬＬは Windows の開発言語ＶＣ＋＋、Ｃ＋＋Ｂｕｉｌｄｅｒ、Ｄｅｌｐｈｉ、ＶＢなどから呼び出すことができます。 

 

   ＤＬＬファイル名： Analyze32.dll 

 

 ☞注意：ＤＬＬはアプリケーションプログラムと同じフォルダに置いて下さい。 

 

◆ ＤＬＬファイルをロードするには 

ＤＬＬファイル（ファイル名：Analyze32.dll）をロードするには次のようにします。 

 

(1) ＤＬＬハンドル変数の宣言 

 グローバル変数で下記のようにＤＬＬハンドル変数の宣言を行います。 

  static HINSTANCE HInstanceDLL = 0; 

 グローバル変数とするのはＤＬＬアンロード時にこの変数が必要になるからです。 

 

(2) ＤＬＬのロード 

LoadLibrary() 関数（ＷｉｎｄｏｗｓＡＰＩ）を使います。 

 

HInstanceDLL = LoadLibrary("ANALYZE32.DLL"); 

if (!HInstanceDLL) { 

MessageBox(HWindow, "ＤＬＬ がロードできません。", "AnalyzeTest", MB_OK); 

PostQuitMessage(0);  // 終了 

return; 

 } 

 

 ＤＬＬのロードはユーザーアプリケーションの初期化部分（あるいはエアーモニタ表示が必要となる前処

理において）で行います。 

 LoadLibrary() 関数の戻り値が NULL の場合，ＤＬＬのロードに失敗しましたから，適切なエラー処理を

行って下さい。（上記の例ではアプリケーションを終了しています。） 

 

４．２ エアーモニタＤＬＬの使い方 

込むことができます。ファイルのエクステンションは‘．ＡＤＴ’です。 

 



◆ ＤＬＬファイルのアンロード 

 エアーモニタ表示ＤＬＬが不要になったら（ユーザーアプリケーション終了時など）ＤＬＬをアンロードし

て下さい。 

);   // Analyze32.dll をアンロードする 

 

 

(1) 関数へのポインタを宣言 

 ＤＬＬ内の各関数は下記のように宣言されています。 

 

extern "C" { 

BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLTitle(const ANALYZE_TITLE *); 

s(ANALYZE_STATUS * const); 

BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLUpdate(const ANALYZE_UPDATE *); 

CONTROL *); 

 

    int WINAPI DllEntryPoint(HINSTANCE, DWORD, void *); 

 

 これに対応する変数（関数へのポインタ）をユーザーアプリケーションで下記のように宣言します。 

 

LLShow)(void); 

static BOOL __stdcall (FAR *LpfnDLLTitle)(const ANALYZE_TITLE *); 

 BOOL __stdcall (FAR *LpfnDLLStatus)(ANALYZE_STATUS * const); 

e)(const ANALYZE_UPDATE *); 

static BOOL __stdcall (FAR *LpfnDLLControl)(const ANALYZE_CONTROL *); 

 

※１ 関 け渡しは構造体へのポインタを用いますので，"Analyze32.h" をユーザー

アプリケーシ

 アンロードには FreeLibrary() 関数（ＷｉｎｄｏｗｓＡＰＩ）を使います。 

 

・例 ：  if (HInstanceDLL) 

      FreeLibrary(HInstanceDLL

 

◆ ＤＬＬ各関数の使い方

ＤＬＬ内関数のアドレスを求めます。（ＤＬＬをロードしただけではＤＬＬ内関数の呼び出しができません。） 

  

BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLShow(void); 

BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLHide(void); 

BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLStatu

BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLControl(const ANALYZE_

 } 

#include "Analyze32.h"  //※１ 

static BOOL __stdcall (FAR *LpfnD

static BOOL __stdcall (FAR *LpfnDLLHide)(void); 

static

static BOOL __stdcall (FAR *LpfnDLLUpdat

数とのパラメータの受

ョンで #include して下さい。 
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ow"); 

LpfnDLLHide = (BOOL (__stdcall *)(void))GetProcAddress(HInstanceDLL, "DLLHide"); 

E *))GetProcAddress(HInstanceDLL,"DLLTitle"); 

fnDLL  (BO )Get

LpfnDLLUpdate= (BOOL (__stdcall *)(const ANALYZE_UPDATE*))GetProcAddress(HInstanceDLL, "DLLUpdate"); 

LpfnDLLControl=(BOOL(__stdcall*)(constANALYZE_CONTROL ))GetProcAddress(HInstanceDLL, "DLLControl"); 

いませんが，GetProcAddress() 関数が NULL を返す場合，関数アドレスの

が正しいか調べて下さい。 

 

 

(3) ＤＬＬ内関数の呼び出し 

 ＤＬ 化（ＤＬＬファイルのロード，関数アドレスの取得など）が正常に処理されていれば，Ｄ

ＬＬ内関数 。 

 

  ・例  

 

 

(2) 関数アドレスの取得 

関数アドレスの取得には GetProcAdress() 関数（ＷｉｎｄｏｗｓＡＰＩ）を使います。 

LpfnDLLShow = (BOOL (__stdcall *)(void))GetProcAddress(HInstanceDLL, "DLLSh

LpfnDLLTitle = (BOOL (__stdcall *)(const ANALYZE_TITL

Lp Status = OL (__stdcall *)(ANALYZE_STATUS * const) ProcAddress(HInstanceDLL, "DLLStatus"); 

 

上記の例ではチェックして

解決に失敗したことになります。（ＤＬＬ内関数の呼び出しは出来ません。）関数へのポインタ変数の宣言

Ｌ関連の初期

の呼び出しは一般の関数の呼び出しと同様に行えます

：  LpfnDLLShow();  // エアーモニタ画面を表示する。
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◆ ＤＬＬ内関数リファレンス

ＤＬＬ内関数の説明です。ＤＬＬ内関数の戻り値はすべて BOOL 型となります。 

 

(1) DLLS

  ・宣言

 ・戻り

 ・引数

 

・例 ： LpfnDLLShow();  // エアーモニタ画面を表示する。 

 

 

(2) ニタ画面の非表示 

・宣言 ： BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLHide(void); 

・戻値 ：  成功：TRUE(1) / 失敗: FALSE(0) 

 (void) 

 

 面を非表示にする。 

e() 関

・宣言 ： BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLTitle(const ANALYZE_TITLE *); 

・戻値 ： 成功：TRUE(1) / 失敗: FALSE(0) 

・引数 ： 設定用 ANALYZE_TITLE 構造体へのポインタ 

 

・ANALYZE_TITLE 構造体 

   typedef struct _ANALYZE_TITLE { 

     char *lpszTitleAxisLeft;  // 左目盛りタイトル 

     char *lpszTitleAxisBottom;  // 下目盛りタイトル 

     char *lpszTitleChart;   // 右上（チャート）タイトル 

     char *lpszTitleGroup;   // 左上（全体）タイトル 

   } ANALYZE_TITLE; 

 

・機能 ：  エアーモニタ画面４カ所のタイトル設定を行います。設定するタイトル（文字列への

ポインタ）を ANALYZE_TITLE 構造体の各メンバに代入して下さい。タイトルを変更

しない場合は必ず (char *)NULL とします。 

 

 ・例 ：  左目盛りタイトルを "Level" → "RSSI[dBuv]" に変更 

   static char buf[] = "RSSI[dBuV]"; 

   static ANALYZE_TITLE atTitle; 

 

   atTitle.lpszTitleAxisLeft = (char *)buf;  // "RSSI[dBuV]" に変更 

   atTitle.lpszTitleAxisBottom = (char *)NULL;  // 変更無し 

   atTitle.lpszTitleChart = (char *)NULL;  // 変更無し 

   atTitle.lpszTitleGroup = (char *)NULL;  // 変更無し 

 

   LpfnDLLTitle((const ANALYZE_TITLE *)&atTitle); 

 

 

how() 関数 －エアーモニタ画面の表示 

 ： BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLShow(void); 

値 ： 成功：TRUE(1) / 失敗: FALSE(0) 

 ： なし(void) 

 

DLLHide() 関数 －エアーモ

 

 

・引数 ： なし

・例 ： LpfnDLLShow();  // エアーモニタ画

 

(3) DLLTitl 数 －画面タイトルの設定 
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取得 

lspec(dllexport) __stdcall DLLStatus(ANALYZE_STATUS * const); 

・引数 ： 格納用 ANALYZE_STATUS 構造体へのポインタ 

 

ATUS

 // 測定フラグ（０：停止／１：測定中） 

    int Threshold;   // 閾値（％） 

・機能 ： エアーモニタ表示のステータス（測定フラグ，閾値）を取得します。 

得して表示する。 

atic A LYZ

  LpfnDLLStatus((ANALYZE_STATUS * const)&asStatus); 

 

（レベル）の更新 

 

 

 

 

TE { 

固定） 

・機 ータを更新します。ステータスが”測定中”の場合は表示に反映されます。 

 

    static ANAL

    static int Le

 for (in = 0;

  // 適当な値(Level)を作成 

/ 全４０ｃｈ 

U

(4) DLLStatus() 関数 －ステータス

・宣言 ：   BOOL __dec

・戻値 ： 成功：TRUE(1) / 失敗: FALSE(0) 

・ANALYZE_ST  構造体 

   typedef struct _ANALYZE_STATUS { 

     int Start;   

 

   } ANALYZE_STATUS; 

 

 

・例 ： エアーモニタ画面のステータス（測定中／待機中）を取

   st NA E_STATUS asStatus; 

 

 

   MessageBox(HWindow, asStatus.Start ? "測定中" : "待機中", "AnalyzeTest", MB_OK); 

(5) DLLUpdate() 関数 －エアーモニタデータ

・宣言   ：   BOOL __declspec(dllexport) __stdcall DLLUpdate(const ANALYZE_UPDATE *); 

・戻値 ： 成功：TRUE(1) / 失敗: FALSE(0) 

・引数 ： 設定用 ANALYZE_UPDATE 構造体へのポインタ

・ANALYZE_UPDATE 構造体

typedef struct _ANALYZE_UPDA

   int *Level;   // レベルデータブロックへのポインタ 

   int Length;   // レベルデータ長(40

    } ANALYZE_UPDATE; 

 

能 ：エアーモニタデ

・例  ： ランダムなレベルを設定 

YZE_UPDATE auUpdate; 

vel[40]; 

 

   t i  i < 40; i++) { 

      Level[i] = random(100); 

      } 

 

    auUpdate.Level = Level;   // 先頭アドレスをセット 

    auUpdate.Length = 40;   /

    LpfnDLLUpdate((const ANALYZE_UPDATE *)&au pdate); 
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(6) DLLControl() 関数 －エアーモニタ画面・パラメータ設定 

：

：  

 

 

０） 

// 左目盛り最小値（０～１０００） 

   // 閾値（０～１００） 

  } ANALYZE_CONTROL; 

 

機能 ： 左目盛りの最大値・最小値，閾値を設定します。 

は上記（コメント部）範囲内にして下さい。 

 

・例 に設定する。 

 

 / 最大値：３００ 

  

  .Thres // 閾値：３０％ 

 

   LpfnDLLControl((const ANALYZE_CONTROL *)&acControl); 

 

 

・宣言 ：  BOOL__declspec(dllexport)__stdcallDLLControl(const NALYZE_CONTROL *); 

・戻値  成功：TRUE(1) / 失敗: FALSE(0) 

・引数  設定用 ANALYZE_CONTROL 構造体へのポインタ

・ANALYZE_UPDATE 構造体 

   typedef struct _ANALYZE_CONROL {

     int AxisRightMaximum;   // 左目盛り最大値（０～１００

     int AxisRightMinimum;    

     int Threshold; 

 

・

AxisRightMaximum が AxisRightMinimum より小さい場合エラー（FALSE を返

す）となります。各メンバ

 ： 最大値［３００］，最小値［２０］，閾値［３０％］

   static ANALYZE_CONTROL acControl; 

  acControl.AxisRightMaximum = 300;  /

 acControl.AxisRightMinimum = 20;   // 最小値：２０ 

 acControl hold = 30;   
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４．３ 参考：エアーモニタＤＬＬテストプログラム 

 

この

ＣＤには次のファイルが入っています。実行ファイルでテストしながらプログラム

プログラムはＤｅｌｐｈｉユーザのためのエアーモニタＤＬＬテスト用参考プログラムです。 
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モニタをスタートさせてからテストします 

ソースファイルをご覧下さい。 

ＤＬＬフ ダに置いて下さい。 

作環境： Windows２０００、９８ 

作制言語：Ｄｅｌｐｈｉ Ｖｅｒ．６ 

 

 

 

◆ 使い方 

各ボタンのキャプションはＤＬＬ内部関数に対応しています。 

まず、‘ＤＬＬ Ｓｈｏｗ’ボタンでＤＬＬを表示して下さい。 

 

❏ＤＬＬＳｈｏｗ関数、ＤＬＬＨｉｄｅ関数のテスト 

 ‘ＤＬＬ Ｓｈｏｗ’ボタンで表示、‘ＤＬＬ Ｈｉｄｅ’ボタンで表示が消えます。 

❏ＤＬＬＴｉｔｌｅ関数のテスト 

 タイトルの変更はＴｉｔｌｅ欄に文字を入れ、変更位置をＰｏｓｉｔｉｏｎで選び、ＤＬＬ Ｔｉｔｌｅボタンを押して下

さ い。 

❏ＤＬＬＵｐｄａｔｅ関数のテスト 

 まず、ＤＬＬ画面で‘Ｓｔａｒｔ’ボタンを押してモニタをスタートさせて下さい。 

 ‘ＤＬＬ Ｕｐｄａｔｅ’ボタンを押す度にランダムデータを作り出し表示します。 

❏ＤＬＬＳｔａｔｕｓ関数のテスト 

 ‘ＤＬＬ Ｓｔａｔｕｓ’ボタンを押すとＤＬＬからモニタの開始、停止状態とスレッショルド値を読み込みま

 す。 

❏ＤＬＬＣｏｎｔｒｏｌ関数のテスト 

 縦軸の目盛りとスレッショルド値を設定します。スピンボタンで設定してから‘ＤＬＬ Ｃｏｎｔｒｏｌ’ボタンを

 押して下さい。 

ァイルは実行ファイルと同じフォル

 

ＤＬＬファイル名：Analyze32.dll 

実行ファイル名：AirMonitorDLL.exe 

ソースファイル名：SAUnit2.pas 
最初にこのボタンを押して下さい 

 

動
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、 

 

 

 

 

 

 

このマニュアルの内容は、予告無く変更することがあります。ご了承下さい。 

 

 

 

 

このユーザーズマニュアルの記載内容については万全を期しておりますが

万一不明な点、不備な点などがありましたら、弊社窓口にご連絡下さい。 
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